
北海道透析医会の発足は，透析医療費の削減が徐々

に進行して行く中で，都道府県透析医会の設立と機を

同じくして，全国の会員諸氏と行動をともにしていっ

た．

当時の北海道における透析医療は，医療過疎地イコー

ル透析医療の空白地域でもあり，様々な問題が存在し

ていた．

北海道透析医会初代会長（昭和54年～平成元年）

には渡井幾男，二代会長（平成元年～平成6年）に

は猪野毛健男，三代会長（平成6年～）には日本透

析医会副会長の今忠正の各先生が就任し，現在に至っ

ている．

発足当時からの主要な活動は，第１回都道府県透析

医会連合研修会（昭和55年11月29日，東京）で，

北海道地区が担当して「透析医療機関の適正配置につ

いて」のテーマで大平，石田（初），猪野毛，菅原，

片岡，今の各会員が報告した．

また昭和62年より，北海道における透析導入時期

の実態調査を行うべく，小委員会（片岡委員長）を設

置した．

さらに第34回日本透析療法学会総会（平成元年7

月8～9日）で「10％程度は早すぎる導入」との新

聞報道が大きな社会問題となったことから，昭和62

年より続けられていた導入時期の実態調査を発展させ

る形で，平成3年の定時総会で三医育大学の委員も

加えて正式に慢性腎不全適正透析委員会を設置し，・早

過ぎる透析導入・に対する自浄活動を行った．

また同時に，北海道各地の河川，水道水のAl濃度

と透析患者血清Al濃度の検討，北海道における透析

医療の現況と問題点についての検討が行われたのもこ

の時期であった．

平成2年には医療廃棄物処理検討委員会および災

害時救急医療システム委員会も設置された．

北海道は日本でも有数の地震多発地帯であり，北海

道南西沖地震（平成5年7月，奥尻島），北海道東方

沖地震（平成６年10月，釧路市），有珠山噴火によ

る火山性地震（平成12年3月31日，胆振西部）は

阪神淡路大震災（平成7年１月17日）に比べれば被

害の規模は小さくても，透析医療に少なからず被害を

もたらした地震を経験していることから，災害時の透

析医療を検討する委員会を設置し，災害時における透

析医療活動のマニュアル作成に着手した．

折りしも平成7年5月28日に，サハリン北部での

直下型地震による壊滅的被害のニュースが放映され，

日本透析医会の命により透析装置2台（日機装）を

はじめ，関連医療材料・薬品の急拠調達・発送がわれ

われ医会にまかされた．

今会長の努力によりなんとか現地に発送することが

できたが，一方では充分な情報がなく正確ではないが，

現地で挫滅症候群による急性腎不全患者が多数でてい

るようだった．その救援に北海道の透析医療機関が担

当するようにとの依頼があり，患者引取りが正式に決

定し，急拠札幌北楡病院川村明夫理事長と3名の看

護婦が救急処置に必要な医療材料と薬品を持参し，ユ

ジノサハリンスクへ飛び立つべく，函館に待機してい

た．しかし，突然救援物資は欲しいが人的援助はいら

ないといいだす始末で，結局この大変な苦労をした医

療の人的支援は中止になってしまった．なお，外務省

より本会に依頼のあった車椅子（2台）を千歳空港か

ら援助便で現地に発送した．後日談であるが，外務省
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の担当者から大変ご迷惑をかけたと謝罪があったと聞

くが，これも原潜事故に共通している事例と思われる．

次に“有珠山噴火”による災害への対応について述

べる．

平成12年3月27日，胆振西部に火山性地震が始

まり，28日には地震の頻度が増加し，29日には数日

以内には噴火の恐れありとの警告が発せられた．直ち

に，災害対策本部を札幌に設置し，有珠山に最も近い

洞爺協会病院に連絡し，伊達赤十字病院（伊達市），

日鋼記念病院（室蘭市）と透析患者の受け入れについ

て折衝した．その後洞爺協会病院は避難地域に指定さ

れ閉鎖された．

3月31日13時10分有珠山噴火，15時室蘭市に

大平整爾を委員長，伊丹儀友，澤山豊を副委員長とす

る現地災害対策委員会を設置した．また洞爺協会病院

の透析患者のうち17名が伊達赤十字病院に，ほかの

患者は札幌，八雲，室蘭などで透析を受けることになっ

たが，万が一の伊達赤十字病院の被災も考慮して室蘭

以東に透析患者を収容する体制をとった．なお室蘭市

で130名の受け入れ，50名の入院も可能であった．

4月3日，今会長と大平委員長が伊達赤十字病院を

視察した．それによると伊達赤十字病院の体育館が避

難所として提供され，透析患者も病院から給食を受け

ながら収容されていたが，伊達市から正式な避難所と

しては認められていないとのことで一時閉鎖となった．

直ちに患者会と伊達赤十字病院透析担当 坪 俊輔部長

の努力により正式な避難所として認められ，病院から

の透析食の給食を受けられる体制となった．

現在，噴火もほぼおさまり洞爺湖温泉街も営業を開

始したが，洞爺協会病院は閉鎖されたままであり，再

開の目途は立っていない．

平成 12年 4月には，災害時透析医療対策委員会

（田島邦好委員長）を中心に準備を行っていた大災害

時における透析医療活動マニュアルも完成し，今回の

有珠山噴火の際の対策本部の設置と支援活動にこのマ

ニュアルがおおいに役立った．

そのほかの活動としては，保険診療報酬改定時の伝

達講習会の開催，保険審査員（国保，社保）に7～8

名の会員を推薦している．また学術講演会を年1～2

回開催し，平澤由平会長，山崎親雄常務理事の講演を

頂いた．

平成11年10月には日本透析医会から研究助成を

うけて，北海道における慢性血液透析患者用ブラッド

アクセスに関するアンケート結果とその分析の小冊子

を作成した．

最近では院内感染予防に関するマニュアルについて

の解説を行ったが，今後，医療感染性廃棄物取り扱い

について，北海道，札幌市とさらに協議をかさねる予

定である．

本会は昭和54年4月，都道府県透析医会設立とと

もに発足し現在に至っているが，今後も（社）日本透

析医会の一翼として活動を続けて行きたいと思う．な

お，本会は（社）北海道医師会の正式な専門医部会で

あることも特筆されることである．
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